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受
正
法

に
つ
い
て

聖
徳
太
子
の
見
解

山

田

亮

賢

聖
徳
太
子
の

『勝
髭
経
義
疏
』
に
於
け
る

「揖
受
正
法
章
」

は
、『
義

疏
』
全
禮
を
通
じ
て
、
最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
思
う
。
而

し
て

「撮
受
正
法
」
の
内
面
的
意
味
は
極
め
て
廣
く
且
つ
深
い
も
の
が

あ
る
が
、
今
は
圭
と
し
て
、
そ
れ
が

「
一
乗
」
と
共
に
太
子
に
よ
つ
て

「
他
分
行
」
と
見
ら
れ
た
面
に
限
定
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
騰
、
『
勝
髭
経
』
は
経
曲
ハと
し
て
は
極
め
て
短
い
簡
潔
な
も
の
で
あ

る
が
、
逆

に
そ
の
教
理
的
内
容
は
實
に
豊
富
多
含
で
あ
る
。
経
の
組
織

は
、
圭
人
公
勝
髭
夫
入

の
経
歴
、
入
信
よ
り
説
き
起
し
、
大
乗
、

一
乗

の
精
神
を
次
第
に
展
開
し
て
い
く
た
め

に
、

一
鷹

了
解
し
易

い
。
併

し
、

一
経

の
中
心
は
何
塵
に
あ
る
か
、
更
に
そ
こ
に
説
き
表
わ
さ
れ
た

諸
問
題
の
關
係
を
知
る
に
は
、
相
當
な
困
難
さ
が
横
つ
て
い
る
。
「経
」

で
あ
つ
て
、
教
理
内
容
は

「論
」
の
如
き
感
を
抱
か
し
め
ら
れ
る
。

大
陸

の
諸
家
の
註
繹
は
、
各

女
そ
め
観
黙
に
於
て
種
汝
相
違
す
る
と

こ
ろ
あ
る
も
、

こ
玉
で
は
太
子

の
着
眼
に
導
か
れ
て
、
「播

受
正

法
」

が
如
何
に
こ
の
経
の
中
心
と
な
つ
て
い
る
か
を
明
か
に
し
よ
う
。
太
子

は

「経
」

の
分
類
に
つ
い
て
は
、
大
陸
諸
家
の
方
法
を
以
て
し
、
「序
」
、

「
正
」
、
「流
通
」
の
三
分
科
を
用
い
ら
れ
、
こ
の
中
、
正
読
を
十
四
章

に
分
類
さ
れ
た
。
而
し
て
、
こ
の
十
四
章
を

「
乗
燈
」
、
「
乗
境
」
、
「
行

乗
之
人
」
と
い
う
順
序
に
三
分
し
て
見
ら
れ
た
。
既
に
こ
の
名
の
示
す

如
く
、
「
乗
磯
」
こ
そ
正
し
く
こ
の

「経
」

の
根
本
た
る
こ
と
を

示
す

も
の
と
言
え
よ
う
。
こ
の

「乗
禮
」
は
更
に
二
分
さ
れ
、
「自

分
行
」

と

「他
分
行
」
と
に
庭
別
さ
れ
て
い
る
。
自
分
行
は
、
「歎
佛
眞

實
功

徳
」
、
「十
大
受
」
、
「
三
大
願
」
で
あ
り
、
他
分
行
は
、
「撮
受
正
法
」
、

二

乗
L
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
の
後
者
、

他
分
行

こ
そ
、

こ
の

経
の
根
幹
と
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
経
文
の
上
よ
り
分
科
さ
れ
た
諸

章

の
分
量
を
比
較
す
れ
ば
、

こ
の
二
章
が
最
も
多
量
で
あ
り
、
太
子
の

解
繹
も
詳
細
入
念
に
し
て
、
力
黙
の
彊
さ
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
か
＼
る
黙

よ
り
し
て
も
、

こ
N
に
重
要
性
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。
そ
れ
は

携
受
正
法

に
つ

い
て

(
山

閏
)
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撮
受
正
法
に
っ
い
て

(山

田
)

ま
た
乗
禮
、
特
に

「膣
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
ら
れ
る
こ
ど
か
ら
推

し
て
も
、

そ
の
こ
と
が
理
解
出
來
る
。
勿
論
、
自
分
行
も
亦
乗
膿
で
あ

る
黙
か
ら
す
れ
ば
、
「歎
佛
眞
實
功
徳
」
、
「十
大
受
」
、
「
三
大
願
」
も
共

に
騰
で
あ

る
こ
と
は
同
様
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
自
分
行
に
、
こ
の
経

の
特
徴
あ
る
が
如
く
解
さ
れ
易
か
つ
た
從
來
の
傾
向
は
、

一
鷹
の
理
由

は
認
め
ら
れ
得
る
も
、
更
に
重
要
な
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

二

太
子
に
よ
れ
ば
、
「
経
」

の
圭
人
公
、
勝
覧
が
立
つ
現
在
の
立
揚

こ

そ
、
自
分
行
で
あ
り
、
歎
佛

(
蹄
依
」
、
受
戒

(
決
意
)
、
獲
願
は
、
ま

た
菩
薩
行

の
内
面
的
過
程
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
菩
薩
道
の

第

一
歩
と
し
て
重
要
な
意
義
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。
併
し
こ
の
自
分

行
に
比
し
て
、
他
分
行
と
し
て
の
撮
受
正
法
と

一
乗
と
は
、弓
自
己
の
分

で
は
な
い
。
他

の
分
で
あ
る
。
そ
れ
は
勝
髭

の
立
つ
現
在

の
立
揚
で
は

な
く
し
て
、
そ
こ
か
ら
未
來
に
向
つ
て
願
い
仰
ぐ
境
地
で
あ
る
。
か
＼

る
理
由
か
ら
し
て
、
撮
受
正
法
に
關
す
る
究
明
が
從
來
比
較
的
稀
薄
で

あ
つ
た
こ
と
も
亦
、
理
由

の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
経
の

「
世
奪
。

我
從
今
日
乃
至
菩
提
播
受
正
法
不
忘
失
。
」
ハ十
大
受
章
)
を
繹
し
て
、

太
子
は

「
既
に
播
受
正
法
と
云
う
。
是
れ
八
地
以
上
の
行
な
り
。
故
に

他
分
行
と
云
う
。
今
は
勝
鷺
七
地
に
在
り
但
だ
八
地
以
上
を
願
う
が
故

に
。
播
受
正
法
の
心
暫
く
も
敢
て
忘
れ
ざ
る
な
レ
。
自
ら
得
た
る
を
忘

れ
ず
と
言

う
に
は
非
ず
。
」
と
述
べ
て
居
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

菩
薩
十
地
の
階
位
に
於
け
る
七
地
以
還
と
八
地
以
上
と
の
相
違
が
明
か

に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
経
に
は
、
「華
嚴
」
等
の
十
地
の
行
位
は
既
に
豫

感
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
地
々
の
個

女
の
次
第
に
關
し
て
は
、
太
子
も

殆
ん
ど
鰯
れ
ら
れ
て
い
な

た

中
心
問
題
が
直
ち
に
七
地
と
八
地

と
の
韓
換
黙
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
勝
量
自
身
が
現
在
韓
換

の

場
に
立
つ
て
い
る
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
最
も
注
目

す

べ
き

こ
と

で
あ

る
。こ

N
に
於
て
八
地
以
上
の
境
地
と
し
て
の
概
受
正
法
と

一
乗
と
の
他

分
行
が
背
景
と
な
つ
て
、
實
は
自
分
行
を
眞
に
成
り
立
た
し
め
て
い
る

こ
と
を
知
ら
し
め
ら
れ
る
。
「経
」

の
内
容
は
、
順
を
追
う
て
自
分

行

よ
り
他
分
行

へ
と
進
展
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
所
謂
菩
薩
行

の

一
鷹
の
過
程
を
示
す
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。
他
分
行
な
く
し
て
却

つ
て

自
分
行
は
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味

が
知
ら
れ
る
こ
と
に

よ
つ
て
、
更
に
乗
境
と
し
て
の

「
八
諦
」
や
、
「
如
來
藏
」
、
「法
身
」

等
、
八
章

に
分
類
さ
れ
て
い
る
所
學
の
境
と
し
て
の

「
理
」
が
説
か
れ

て
い
る
こ
と
も
明
か
に
な
つ
て
來
る
。
「髄
」
に
次
い
で

「境
」
と
し
て

説
か
れ
た
八
諦

(
一
滅
諦
)
、
如
來
藏
等
の
教
理
は
、
撮
受
正
法

や

一

乗
の
行
を
内
面
的
に
成
立
せ
し
め
、
そ
れ
ら
を
明
か
な
ら
し
め
る
純
灘

の
理
で
あ
る
。
こ
N
に
乗
髄
と
乗
境
と
の
關
係
が
成
立
す
る
自
分
行
の

次
に
他
分
行
が
読
か
れ
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
勝
髭

の
立
つ
現
在
と
、
願

い
仰
ぐ
未
來
の
境
地
と
は

一
慮
明
了
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

経
と
し
て
は
是
れ
を
以
て
完
結
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
併
し
そ
こ
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か
ら
乗
境
が
詳
細
に
論
か
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
、
行
の
内
面
に
理

を
見
出
し
、
理
に
よ
つ
て
釜

垂
行
が
明
か
に
な
る
こ
と
を
示
す

も

の

で
、
注
意
深
く
こ
の
経
の
構
造
を
見
れ
ば
、

巧
妙
な
組
織
と
な
つ
て
い

る
こ
と
が
到
明
す
る
。

三

さ
て
、
撮
受
正
法
は
廣
く

「掻
受
正
法
章
」
に
読
か
れ
て
い
る
が
、

必
ず
し
も
こ
N
の
み
に
限
ら
な
い
。
先
に
述
べ
た
十
大
受
の
最
後
と
三

大
願
の
第

三
願
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
後
の

一
乗
に
移
る
虚
に
も

見
出
さ
れ
る

自
分
行
と
し
て
の
十
大
受
の
第
十
受

「正
法
を
播
受
し

て
は
絡
に
忘
失
せ
ず
」
と
言
う
こ
と
や
、

三
大
願
の
第
三
願

「
我
れ
、

播
受
正
法

に
於
て
、
身
と
命
と
を
捨
て

正
法
を
護
持
せ
ん
」
と
言
う

こ
と
は
、

こ
の
こ
と
の
み
で
は
、
直
ち
に
撮
受
正
法
は
明
了
で
は
な
い

が
、
撮
受
正
法

の
鱒
現

が
根
本
的
な
瓢
い
で
あ
る
こ
と
は
豫
想

さ
れ

る
。
十
大
受
も
、
三
大
願
も
最
後
は
撮
受
正
法
に
牧
る

自
分
行
と
し

て
今
立
つ
勝
髭
の
立
揚
を
根
底
的
に
動
か
す
も
の
が
、
撮
受
正
法
な
の

で
あ
る
。
從
つ
て
抽
象
的
に
考
え
ら
れ
易
い
八
地
以
上
の
行
は
、
實
は

現
在
立
つ
て
ー
る
立
揚
を
其
禮
的
に
は
支
え
て
ー
る
の
で
あ
る
。
印
ち

七
地
以
還

の
菩
薩
行
の
根
底
に
、
八
地
以
上
の
撮
受
正
法
の
精
神
が
活

ら
い
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
N
に
於

て
撮

受
正
法
は
、
自

分
、
他
分
を
共
に
貫
く
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
乗
健
と
言
わ

れ
る
所
以

を
知
ら
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

十
大
受
の
最
後
に

「
撫
受
正
法
絡
不
忘
失
」
が
誓
わ

れ
、
そ
の
理
由

に
封
し
て
、
太
子
は
三
行
三
欲
を
以
て
解
さ
れ
て
い
る
。
印
ち

「
三
行

は
是
れ
八
地
以
上
の
行
。

三
デ欲
は
謂
く
七
地
以
還

の
欲
な
り
。

三
行
ど

は

ー
に
撮
受
正
法
の
行
、
二
に
大
乗
の
行
、
三
に
波
羅
蜜
の
行
な
り
。
」

と
、
こ
れ
に
よ
つ
て
、
撮
受
正
法
、
大
乗
、
波
羅
蜜
は
八
地
以
上
に
於

て
こ
そ
、
行
と
し
て
の
眞
義
が
現
わ
れ
る
こ
と

を
知

る
。
七
地
以
還

は
、
そ
れ

へ
の
欲
樂
の
立
揚
に
あ
る
。
経
文
に
於

て
は
三
行
二
欲
を
読
'

き
、
波
羅
蜜
を
欲
う
こ
と
は
略
さ
れ
て
い
る
が
、
太
子
は
三
行
三
欲
と

さ
れ
た
。

こ
の
三
行
は
撮
受
行
が
根
本
で
そ

の
二
面
と
し
て
、
波
羅
蜜

行
は
因
、
大
乗
行
は
果
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
「
此
の
三
行

は
皆
是
れ
八
地
以
上
の

一
心
の
上
の
用
な
り
。
但
だ
義
に
随
つ
て
別
の

名
を
立
つ
る
の
み
。
」
と
言
わ
れ
て
い
る
所
以
を
知
る
の
で
あ

る
。
更

に
引
綾

い
て
、
「
三
行
既
に
忘
る
れ
ば
、
印
ち
三
行

の
欲
も
亦
皆
忘
る
と

云
う
な
り
。
」
と
の
繹
も
理
解
し
得
る
。
こ
の
意
味
か
ら
未
來

の
三
行

が
、
現
在

の
三
欲
を
獲
起
せ
し
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

更
に
三
大
願
に
於
て
見
る
に
、
そ
の
第
三
大
願

に

「我
れ
、
撮
受
正

法
に
於
て
、
身
と
命
と
財
と
を
捨
て
て
、
正
法
を
護
持
せ
ん
。
是
れ
を

第
三
の
大
願
と
名
つ
く
。
」
と
説
か
れ
、
こ

に
も
撰
受
正
法
が
前
提

と
な
つ
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
は

「佳
前

の
願
」
(
八
地
以
前
)
で
あ
る

と
言
わ
れ
る
。
か
く
て
受
戒
と
襲
願
は
現
在
の
自
分
行
で
あ
る
が
、
既
に

撮
受
正
法
の
背
景
に
よ
つ
て
成
立
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
。
こ
の
三

大
願
を
経
て
正
し
く
播
受
正
法
そ
の
も
の
の
意
味

が
廣
く
詮
か
れ
る
。

擾
受
正
法

に
っ
い
て

(
山

田
)
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